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1. 2023年3月期第1四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第1四半期 29,788 1.4 1,623 3.5 1,636 3.7 1,129 3.7

2022年3月期第1四半期 29,378 △6.3 1,569 △35.0 1,578 △34.6 1,089 △30.7

（注）包括利益 2023年3月期第1四半期　　1,726百万円 （4.3％） 2022年3月期第1四半期　　1,655百万円 （8.9％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第1四半期 17.42 ―

2022年3月期第1四半期 16.35 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年3月期第1四半期 65,111 46,616 71.6 718.92

2022年3月期 65,435 46,251 70.7 713.28

（参考）自己資本 2023年3月期第1四半期 46,613百万円 2022年3月期 46,247百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 21.00 ― 21.00 42.00

2023年3月期 ―

2023年3月期（予想） 22.00 ― 23.00 45.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 125,000 6.0 8,600 3.6 8,600 5.1 5,700 4.8 87.91

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

　（注）詳細につきましては、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸

表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期1Q 64,838,033 株 2022年3月期 64,838,033 株

② 期末自己株式数 2023年3月期1Q ― 株 2022年3月期 ― 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期1Q 64,838,033 株 2022年3月期1Q 66,672,726 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、様々な不確定要素が内在しておりますので、実際の業績はこれらの予想数

値と異なる場合があります。なお、上記予想に関する事項は、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報

に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における国内及び海外経済は、新型コロナウイルス感染症の影響や、国際情勢の悪

化、急激な金融市場の変化など、依然として先行きが不透明な状況が続いております。当社グループが属するBPO

（ビジネス・プロセス・アウトソーシング）サービス業界においては、消費者ニーズの複雑化・高度化への対応

やコミュニケーションのデジタル化等、お客様企業が直面する課題を解決するためのアウトソーシング需要が底

堅く推移しております。

　このような経営環境の下、当社グループは「中期経営計画2023」で掲げた、「CX（顧客体験）の創造」「EX

（従業員体験）の創造」「経営基盤の強化」の３つの重点テーマに沿って継続して取り組みました。当第１四半

期連結累計期間における具体的な内容は以下の通りです。

・CXの創造

　2022年３月に発表した「CXグランドデザイン」に基づくデジタルツールを活用した企画提案やセミナー開催な

ど、営業活動を積極的に行いました。「デジタルガバナンス・コード」の基本的事項に対応したビジョンの策定

や、戦略・体制の整備などを行い、デジタル変革の準備が整っている（DX-Ready）事業者として経済産業省が定

める「DX認定事業者」に選定されました。また、オンライン人財マッチングプラットフォームを開発・運営する

株式会社クラウドワークスと協業し、IT人財の採用を強化することで、ITサポート業務への対応力を高めまし

た。

・EXの創造

　人財の質を高め、多様な人財が安心していきいきと働く環境を提供することを目的とした新たな人事制度の導

入を進めました。また、前連結会計年度に導入した従業員満足度調査を継続実施するなど、従業員とのエンゲー

ジメント向上に取り組みました。人財採用では、首都圏の採用機能を本社事務所内に移転し、これまで以上に拠

点間の連携を高め、採用力を強化すると共に、前連結会計年度に開校した「りらいあオペレーションスクール」

のコンテンツ充実化によりオペレーション力の強化を図りました。

・経営基盤の強化

「信頼回復に向けた取り組みの基本方針（大綱）」に基づいた施策を継続的に取り組みました。情報セキュリテ

ィ強化と生産性の向上を目的に、新たなグループウェアを導入しました。

　また、「中期経営計画2023」では当社が考える社会全体のあるべき姿「Sustainable & Reliable Society」の

実現に向け非財務目標を設定し、経済価値及び社会価値の両面での成長を目指しております。当第１四半期連結

累計期間においては、サステナビリティ全般の取り組みを推進するため、2022 年 4 月にサステナビリティ推進

担当役員並びにサステナビリティ推進委員会を設置しました。また、環境方針を制定するとともに、国際的な気

候関連情報開示の枠組みであるTCFD提言に賛同し、同提言に基づく情報開示を実施しました。
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　セグメント別の業績は、以下のとおりです。

コンタクトセンター事業

　国内においては、基礎業務（継続的にサービスを提供する業務）では、前連結会計年度に終了した業務の影響

を受けた一方で、社会イベントに伴うスポット需要を取り込みました。海外は、北米向けを中心に新規顧客との

取引が増加するなど堅調に推移しました。また、販売費及び一般管理費は、情報セキュリティ基盤の強化などに

より前年同期比で増加しました。この結果、当事業の売上高は25,054百万円（前年同四半期比1.9％減）、セグメ

ント利益は1,272百万円（同3.0％増）となりました。

バックオフィス事業

　基礎業務が堅調に推移したことに加え、社会イベントに伴うスポット業務を受注しました。この結果、当事業

の売上高は4,730百万円（同23.7％増）、セグメント利益は350百万円（同5.3％増）となりました。

その他

売上高は4百万円（同47.8％減）、セグメント利益は0百万円（同59.7％減）となりました。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間の経営成績は、連結売上高は29,788百万円(同1.4％増)、営業利益は

1,623百万円(同3.5％増)、経常利益は1,636百万円(同3.7％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益は1,129百万

円（同3.7％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、65,111百万円となり、前連結会計年度末比323百万円の減少と

なりました。主な増加は、現金及び預金2,154百万円、契約資産502百万円です。主な減少は、受取手形及び売掛

金3,228百万円です。

負債は、18,495百万円となり、前連結会計年度末比688百万円の減少となりました。主な増加は賞与引当金467

百万円です。主な減少は、買掛金237百万円、未払金235百万円、未払法人税等891百万円です。

純資産は、46,616百万円となり、前連結会計年度末比365百万円の増加となりました。主な増加は、親会社株主

に帰属する四半期純利益1,129百万円、為替換算調整勘定581百万円であり、主な減少は、剰余金の配当金支払

1,361百万円によるものです。

以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末の70.7％から71.6％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年５月13日に「2022年３月期 決算短信」で開示いたしました業績予想に変更はありません。

※業績予想については、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は様々な要因によ

って、予想数値と異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 25,746 27,901

受取手形及び売掛金 20,913 17,685

契約資産 1,418 1,921

貯蔵品 28 37

その他 2,199 2,535

貸倒引当金 △178 △225

流動資産合計 50,129 49,856

固定資産

有形固定資産 6,034 5,885

無形固定資産

のれん 1,953 1,968

その他 1,162 1,177

無形固定資産合計 3,116 3,145

投資その他の資産 6,155 6,223

固定資産合計 15,306 15,255

資産合計 65,435 65,111

負債の部

流動負債

買掛金 2,970 2,733

未払金 7,579 7,343

リース債務 592 576

未払法人税等 1,236 345

賞与引当金 1,096 1,564

役員賞与引当金 37 9

損害賠償損失引当金 103 103

その他 2,513 2,751

流動負債合計 16,129 15,427

固定負債

リース債務 484 384

退職給付に係る負債 637 743

資産除去債務 1,875 1,878

その他 57 61

固定負債合計 3,054 3,067

負債合計 19,183 18,495
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 998 998

資本剰余金 1,112 1,112

利益剰余金 42,169 41,937

株主資本合計 44,280 44,048

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2 2

繰延ヘッジ損益 △35 △24

為替換算調整勘定 2,131 2,712

退職給付に係る調整累計額 △131 △126

その他の包括利益累計額合計 1,967 2,564

非支配株主持分 3 3

純資産合計 46,251 46,616

負債純資産合計 65,435 65,111
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

(四半期連結損益計算書)

(第１四半期連結累計期間)

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

売上高 29,378 29,788

売上原価 25,001 24,992

売上総利益 4,377 4,795

販売費及び一般管理費 2,808 3,172

営業利益 1,569 1,623

営業外収益

受取利息 1 1

受取配当金 2 5

受取手数料 3 3

持分法による投資利益 10 18

その他 19 14

営業外収益合計 37 42

営業外費用

支払利息 17 13

為替差損 8 －

その他 1 15

営業外費用合計 27 29

経常利益 1,578 1,636

特別利益

助成金収入 26 －

特別利益合計 26 －

税金等調整前四半期純利益 1,605 1,636

法人税等 515 507

四半期純利益 1,089 1,129

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

0 △0

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,089 1,129
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(四半期連結包括利益計算書)

(第１四半期連結累計期間)

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

四半期純利益 1,089 1,129

その他の包括利益

繰延ヘッジ損益 － 10

為替換算調整勘定 561 588

退職給付に係る調整額 3 4

持分法適用会社に対する持分相当額 0 △6

その他の包括利益合計 565 597

四半期包括利益 1,655 1,726

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,655 1,726

非支配株主に係る四半期包括利益 0 △0
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27－

２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用

することとしております。なお、連結財務諸表に与える影響はありません。

(四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用)

当社及び連結子会社は、税金費用につきまして、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純

利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計

算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、税引前四半

期純利益に一時差異等に該当しない重要な差異を加減した上で法定実効税率を乗じて計算しております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2021年４月１日　至 2021年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

その他
(注)１

計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

コンタクトセ
ンター事業

バックオフィ
ス事業

計

売上高

　外部顧客への売上高 25,545 3,825 29,370 7 29,378 － 29,378

　セグメント間の
　内部売上高又は振替高

3 2 5 － 5 △5 －

計 25,548 3,827 29,376 7 29,384 △5 29,378

セグメント利益 1,235 333 1,568 0 1,568 0 1,569

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、その内容はフィールドオペレーシ
ョン事業です。

２．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去額です。
３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。

(のれんの金額の重要な変動)

該当事項はありません。

(重要な負ののれん発生益)

該当事項はありません。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2022年４月１日　至 2022年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

その他
(注)１

計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

コンタクトセ
ンター事業

バックオフィ
ス事業

計

売上高

　外部顧客への売上高 25,054 4,730 29,784 4 29,788 － 29,788

　セグメント間の
　内部売上高又は振替高

2 2 4 － 4 △4 －

計 25,056 4,733 29,789 4 29,793 △4 29,788

セグメント利益 1,272 350 1,623 0 1,623 － 1,623

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、その内容はフィールドオペレーシ
ョン事業です。

２．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去額です。
３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。

(のれんの金額の重要な変動)

該当事項はありません。

(重要な負ののれん発生益)

該当事項はありません。
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